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ぶ
ｌ
閲

ー

に
高
萩
・
北
茨
城
地
区
の
工
業
団
地
造
成
の
経
緯

石
炭
産
業
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
高
萩
市
の
経

済
で
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
り
、
１
９
６
７
年

と
翌
１
９
６
８
年
に
は
“
そ
れ
ぞ
れ
従
業
員
５
５
０
名

を
超
え
る
高
萩
炭
鉱
〈
株
）
高
萩
坑
、
向
洋
炭
鉱
が
相
次

い
で
閉
山
し
ま
し
た
．
市
の
経
済
活
動
の
落
ち
込
み
を

打
開
す
る
た
め
、
１
９
６
８
年
（
昭
和
棚
年
）
、
高
萩
市

長
か
ら
産
炭
地
域
振
興
事
業
団
あ
て
に
工
業
団
地
造
成

を
要
望
し
ま
し
た
。
事
業
団
が
策
定
し
た
松
久
保
団
地

造
成
計
画
が
、
１
９
６
９
年
〈
昭
和
“
年
）
通
商
産
業
大

臣
の
承
認
を
受
け
た
こ
と
が
市
内
で
の
団
地
造
成
の
始

ま
り
で
、
そ
の
後
、
手
綱
団
地
、
中
郷
団
地
の
赤
浜
工

区
と
造
成
が
続
き
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
．

手
綱
地
区
は
、
か
つ
て
松
岡
地
区
の
城
下
町
と
し
て

賑
わ
っ
た
地
区
で
し
た
が
、
昭
和
師
年
の
常
磐
線
、
勝

田
～
高
萩
間
開
通
に
伴
っ
て
高
萩
駅
の
周
辺
へ
賑
わ
い

の
中
心
が
移
り
ま
し
た
．

そ
の
後
、
昭
和
卿
年
に
望
海
炭
鉱
の
閉
山
の
影
響
を

大
き
く
受
け
て
地
域
経
済
の
活
力
が
低
下
し
た
こ
と
か

ら
、
再
活
性
化
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
地
区
に
お
け
る
団
地
造
成

事
業
に
つ
い
て
、
地
区
住
民
を
中
心
と
し
て
強
い
開
発

要
望
が
あ
り
ま
し
た
．
昭
和
粥
年
か
ら
第
１
期
工
事
が

高
萩
市
に
お
い
て
の
「
工
業
団
地
造
成
」

４
社
が

ー

行
わ
れ
、
昭
和
岨
年
に
１
社
目
の
㈱
シ
ン
ニ
ッ
タ
ン
が

進
出
を
決
定
し
ま
し
た
．
同
年
、
手
綱
団
地
の
北
東
側

隣
接
地
に
造
成
要
望
さ
れ
た
の
が
手
綱
Ｂ
団
地
で
、
昭

和
塊
年
か
ら
整
地
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
そ
の
後
、

昭
和
帥
年
か
ら
中
郷
団
地
が
分
譲
さ
れ
、
現
在
に
至
る

ま
で
複
数
の
企
業
が
進
出
し
操
業
し
て
い
ま
す
．

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
工
業
用
地
の

確
保
と
企
業
誘
致
の
積
極
的
な
推
進
を
高
萩
市
新
総
合

計
画
の
基
本
方
針
と
し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
。

赤
浜
地
区
は
①
高
萩
イ
ン
タ
ー
に
直
結
、
②
都
心
か

ら
２
時
間
の
距
離
、
③
中
郷
工
業
団
地
に
囲
ま
れ
た
エ

赤
浜
地
区
工
業
団
地
の
開
発
経
緯
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リ
ア
、
と
い
う
好
都
合
な
立
地
条
件
が
あ

り
、
こ
れ
を
生
か
し
て
２
３
０
畑
の
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
パ
ー
ク
笙
産
、
研
究
開
発
、

企
業
、
従
業
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
機
能
な
ど

が
複
合
し
た
工
業
団
也
の
中
心
と
し
て
企

業
を
誘
致
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
工
業
団

地
に
不
足
し
て
い
る
機
能
を
補
完
す
る
団

地
と
し
て
平
成
４
年
か
ら
整
備
さ
れ
ま
し

た
．
平
成
９
年
川
月
に
高
萩
市
土
地
開
発

公
社
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
分
讓
が
現
在

も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
．

企
業
４
社
が
進
出

バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
た
平
成
４
年
以
降
は

景
気
低
迷
が
長
期
化
し
、
ま
た
、
企
業
が

よ
り
好
条
件
を
求
め
海
外
へ
進
出
す
る
な

ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
背
景
に
、
市
内
の

工
業
用
地
へ
の
企
業
誘
致
は
思
う
よ
う
に

進
展
し
ま
せ
ん
で
し
た
．

近
年
行
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ー
ル

ス
活
動
や
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
が
功

を
奏
し
、
今
回
、
中
郷
団
地
赤
浜
地
区
３

社
、
赤
浜
地
区
工
業
団
地
１
社
、
計
４
社

の
企
業
進
出
が
下
表
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
．
こ
れ
は
平
成
９
年
に
手
綱
Ｂ
工
業

団
地
に
企
業
１
社
が
進
出
し
て
以
来
、
Ⅲ

年
ぶ
り
の
企
業
進
出
と
な
り
ま
す
。

団地進入路

今
後
の
企
業
誘
致
方
針
甫
水
型
企
業
の
早
期
立
地
を
目
指
し
て
一

高
萩
市
内
の
中
郷
及
び
赤
浜
工
業
団
地
に
は
、
こ
れ
ま
で
工
業
用
水
を
使

う
企
業
の
立
地
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
工
業
用
水
供
給
の
た
め
設
立
し
た
高
萩
・

北
茨
城
広
域
工
業
用
水
道
企
業
団
の
経
営
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
．

こ
の
た
め
、
昨
年
陀
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
、
用
水
型
企
業
を
優
遇
す
る

ー

よ
う
企
業
誘
致
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
食
料
品
製
造
や
化
学
工
業
な
ど
用
水
型
企
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

関
係
機
関
と
の
密
接
な
連
携
の
も
と
、
分
讓
価
格
の
弾
力
的
設
定
や
優
遇
・
助

成
措
置
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ト
ッ
ブ
セ
ー
ル
ス
を
は
じ
め
と
し
た
戦

略
的
な
誘
致
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

､ー

進出企業の紹介

諾
1! ｣!""""沖郷団地；f(赤浜工区)

､K 3 , | AK 4 ,

j半瀞署.息 ！‘ 、 ､ ＃ ： . 4， 、 蕊・

' ､: ､ ' i#赤浜地区工業団地
: ヨ ニ :鼻

④AK-4 2 TK 1

団
一
灰

地

㈱中I:|自工グループ会社

の㈱エヌエスティー製作所

｢/)い喝

㈱能一産業業‘ '1# 1 ;:名:企
導 、 ．;：

㈱染矢鉄工

企
業
の
都
合
に
よ
り

企
業
名
は
公
表
で
き
ま
せ
ん

有田祐一者 染矢利芽代 表 台ヒー筐ｱ日／
lヒ ノJ、.ﾉム

高萩市

脹浜412

埼玉県草加市

青柳832 1

東京都品jI区

東五反田2-19-2
本

歩l-

1El一

建築用防護管

支線ガード

硬質ビニル電線管

住宅・ビル・店舗・

倉庫等の鉄骨構造物

フ｡ロペラシャブト

アクスルシャフト

}-イロンコートシャフト

主な生産品名

;' 窒伽
, 1 F』

予想雇用者
黒窯識､グリ諺“』 口承J客､,

操業開始予定

契 約 ；州

65名(新規7名）

平成2()年2月

平成19年2月231ヨ

16名

平成21年6月

F成19年1月24日

20名

平成19年9月

平成18年12月20日

平成20年9月

平成18年8月4日
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新たな火生の道へ歩み出す

団塊世代の生きがいづくり

(高萩市の団塊の世代はどのくらい？ 1 幸福大学の皆さん 60歳を超えてなお教養を深め

仲間づくりの活動を行ってい

今年から、団塊の世代と呼ばれる皆さんが定年を迎えます。今ま

で慣れ親しんでいた会社を退職することにより、人間関係や生活の

リズムが大きく変わることになります。人生の大きな節目である定

年を機に、地域でどのように暮らしていくか悩む人もいるのではな

いでしょうか。高萩市では、 こころの里シティ構想の柱の一つに

｢生涯現役社会の創造」を掲げています。団塊の世代をはじめとす

る多くの皆さんが、生きがいを持って暮らせるための手段として、

あらためて地域に目を向けてみてはいかがでしょうか。

ます

臓
煽
艤
諦

（
ｂ
Ｆ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
正

人
人
１
８
３
９
３
２
女
女

人
人

Ｆ
、
〕
４
１
１

イ
ー
１
列
ｌ
ｌ

ｎ
ぺ
〕
ヘ
ペ
〕

男
男

男371人女293人
手1月1日現在住民基本台帳による)

参考 1歳児231人

1歳児の26～29倍が団塊世㈹

こ
う
し
た
団
塊
の
世
代
の
皆
さ
ん
の
退
職

が
始
ま
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
発

生
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
労
働
力
人

口
の
減
少
や
市
場
の
変
化
、
ま
た
製
造
業
な

ど
で
は
、
技
術
や
技
能
の
継
承
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
ず
経
済
に
悪
影
響
を
与
え
る
と
い

う
問
題
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

労
働
力
人
口
減
少
な
ど各
種
影
響

今
年
か
ら
、
１
９
４
７
年
（
昭
和
塊
年
）

か
ら
１
９
４
９
年
（
昭
和
別
年
）
ま
で
に
生

ま
れ
た
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
当
た
る
団

塊
の
世
代
の
皆
さ
ん
の
大
量
退
職
が
始
ま
り

ま
す
。
総
務
省
統
計
局
の
推
計
に
よ
る
と
、

男
性
は
３
３
６
万
９
０
０
０
人
、
女
性
で
は

３
４
２
万
８
０
０
０
人
に
上
り
ま
す
．
２
０

０
２
年
か
ら
３
年
間
の
出
生
数
の
２
倍
に
あ

た
る
規
模
で
、
日
本
の
人
口
構
造
で
の
巨
大

な
”
突
出
“
と
な
っ
て
い
ま
す
．
で
は
、
高

萩
市
の
状
況
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
平
成
旧

年
１
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る

と
、
今
年
帥
歳
を
迎
え
る
人
が
６
４
６
人
、

的
歳
が
６
０
９
人
、
認
歳
が
６
６
４
人
、
合

わ
せ
て
１
９
１
９
人
が
団
塊
の
世
代
で
す
．

年
齢
別
人
口
構
成
で
み
ま
す
と
、
昨
年
生
ま

れ
た
現
在
１
歳
児
の
人
口
は
２
３
１
人
で
あ

り
、
現
在
躯
歳
か
ら
朋
歳
の
第
２
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
１
９
７
１
年
生
ま
れ
か

ら
１
９
７
４
年
生
ま
れ
の
人
口
は
各
年
齢
と

も
４
０
０
人
か
ら
５
０
０
人
で
す
．
高
萩
市

で
も
団
塊
世
代
の
人
口
が
多
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

団
塊
の
世
代
の
退
職
が
始
ま
る

２
０
０
７
年

ー

そ
の
一
方
、
退
職
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
マ
ン

パ
ワ
ー
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
．
仕
事
で
培
っ

た
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
地
域
の
中
で
発
揮

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
地
域
づ
く
り
に
大
き
な

プ
ラ
ス
と
な
り
ま
す
．
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
で
は
、
退
職
す
る
皆
さ
ん
が
長
年
の
仕

事
で
得
た
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
教
え
て

い
た
だ
く
市
民
指
導
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

パ
ソ
コ
ン
、
簿
記
、
工
作
機
械
の
扱
い
方
な

ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
ぜ
ひ
、

市
民
指
導
者
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
．
登
録

申
込
書
は
教
育
委
員
会
、
公
民
館
な
ど
の
窓

口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

新
し
い
趣
味
を
始
め
た
い
、
ま
た
学
び
を

深
め
た
い
と
い
う
人
に
は
、
公
民
館
の
教
養

講
座
や
趣
味
講
座
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
．

料
理
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
、
語
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
す
．
き
っ
と
皆
さ
ん
の
や
っ
て
み
た
い
活

動
が
見
つ
か
る
こ
と
と
思
い
ま
す
．
ど
の
講

座
も
年
間
３
，
０
０
０
円
以
下
で
気
軽
に
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
趣
味
を
広
げ
仲
間
づ
く

り
を
図
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
．
詳

し
く
は
中
央
公
民
館
又
は
松
岡
地
区
公
民
館

会
社
か
ら
地
域
へ

問
題
は
「
２
０
０
７
年
問
題
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

市
政
運
営
で
の
影
響
に
つ
い
て
は
職
員
の

退
職
が
あ
り
ま
す
。
平
成
川
年
か
ら
別
年
度

に
か
け
て
約
艸
人
の
定
年
退
職
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

ら
な
い
よ
う
、
適
切
な
人
員
配
置
な
ど
で
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
．
ま
た
、
中
長
期
的
に

は
、
高
齢
化
が
い
っ
そ
う
進
行
す
る
た
め
、

税
収
の
減
少
や
福
祉
医
療
の
コ
ス
ト
増
加
な

ど
財
政
面
で
の
影
響
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

~度

各
種
講
座
の
問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
恋
羽
１
１
２
５

松
岡
地
区
公
民
館
公
別
１
０
４
２
４

地
域
子
ど
も
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

生
涯
学
習
課
査
羽
１
１
３
２

※
既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
へ
今
年
度

で
任
期
（
２
年
）
が
終
了
し
ま
す
．
再
度
登

録
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

引
き
続
き
働
き
た
い
と
い
う
人
に
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
．
前
職

と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
仕
事
を
経
験
す
る
こ

と
は
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
ブ
に
つ
な
が

り
ま
す
し
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
な
か
、
地

域
で
は
人
生
の
先
輩
た
ち
の
チ
カ
ラ
を
待
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
．
自
分
の
住
む
地
域
を
清
掃
し
た
り
、

お
祭
り
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
な
ど
で
す
．
そ
う
す
る
こ

と
で
、
現
役
時
代
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
地

域
を
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、

人
と
の
繋
が
り
も
深
ま
り
ま
す
．
ま
た
地
域

の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
へ
通
え
る

よ
う
に
、
子
供
た
ち
の
登
下
校
時
の
「
あ
い

さ
つ
。
声
か
け
運
動
」
、
「
通
学
路
・
公
園
の

巡
回
」
な
ど
の
活
動
を
行
う
『
地
域
子
ど
も

安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
で
は
随
時
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

退
職
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
、
こ
れ
ま
で
仕
事

で
培
っ
て
き
た
経
験
や
技
術
が
、
地
域
の
活

性
化
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
．

地
域
に
は
、
暮
ら
し
を
い
き
い
き
と
さ
せ
て

く
れ
る
活
動
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

地
域
に
目
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
．

M|
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‘まず
環境衛生課

523-7031

1 ゴヒ部衛生センターに自己搬入する場合
事
業
系
ご
み
の
収
集
は
一
般
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
と
は
別
に
、
北

部
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬
入
、
市
に
収
集
委
託
、
許
可
業
者
へ
の

委
託
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
処
理
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
そ
の
処
理
費
用
が
増
加
し
て
い
ま
す
．
市
で
は
処
理
費
用
の

内
、
約
４
割
を
負
担
し
て
い
ま
す
。
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃

棄
物
は
事
業
者
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に
処
理
す
る
原
則
に
基

づ
き
、
ご
み
処
理
費
用
に
応
じ
た
負
担
を
お
願
い
い
た
し
た
く
、
次

の
と
お
り
平
成
旧
年
４
月
か
ら
改
定
し
ま
す
．

今
後
も
安
定
的
な
ご
み
処
理
を
行
う
た
め
、
事
業
者
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【図1] 1kgあたりのごみ処理費用負担割合

1kgあたりのごみ処理費用34円

／ ／ 侭
市の負担
14円 3円

=11円

市の負担

14円

1kgあたり

3円
の値上げ

一

値上分(3円）
蕊
撚
“
蕊

事業者の負担

20円十3円

＝23円

事業者の負担

20円

盤

ー

改定後の負担

10kgにつき230円
現在の負担

10kgにつき200円

2市に収集善託している事業所

委託手数料も改定になります。

【表1】 委託手数料改定後の比較

’ 値上げ額
（月額）

改正後の手数料

（月額）

現行手数料

（月額）

定
罎

訊
亟
一
」

1日の平均排出量

3簔逗蕊驚震鷆
につきましては、契約業者へお問

い合わせください。

630円

1 ， 160円

2,320円

4,200円

8,500円

17,000円

4,830円

9,660円

19,320円

7kg

14kg

28kg

10kg以下

10kgを超え20kg以下

20kgを超え30kg以下

※委託手数料＝（処理単価） ×30日× （設定ごみ量）
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ー

興
に
も
役
立
ち
た
い
」
と
語
る
石
さ
ん
．
同
グ
ル
ー
プ
で
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
す
る
と
き
以
外
に
も
、
定
期
的
に
史
跡
文
化

財
の
清
掃
活
動
や
会
員
自
身
の
研
修
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
．

ま
た
、
根
本
さ
ん
は
「
地
元
の
人
も
高
萩
市
の
歴
史
や
文
化
財
の

す
ば
ら
し
さ
を
再
確
認
し
て
ほ
し
い
．
ぜ
ひ
市
民
の
人
も
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と
．
お
申
し
込
み
は
、
ガ
イ
ド
を
希
望

す
る
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
市
商
工
観
光
課
（
恋
羽
７
３
１
６
・

剛
型
Ｏ
Ｏ
Ｏ
６
）
へ
．
な
る
べ
く
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
．

私たち

ふるさ

「
『
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
場
所
が
あ
る
な

す
ん
て
。
高
萩
に
来
て
良
か
っ
た
陰
そ
う
言
っ
て

肥
謝
職
郭
峠
蕊
蕊
舞
朧
壱
一
無
註

根
本
伊
弘
さ
ん
と
石
平
光
さ
ん
．
お
二
人
が
所

内
〆
偶
す
る
言
識
ふ
る
さ
と
案
内
血
緬
会
」
と
は

案
飛
蝦
醐
悩
謹
坤
艀
陛
儀

壱
シ
』
館
主
催
の
高
萩
市
史
跡
文
化
財
案
内
人
養
成
講

館
主
催
の
高
萩
市
史
跡
文
化
財
案
内
人
養
成
講

座
を
受
講
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
同
講
座
の

受
講
生
ら
弛
名
が
集
ま
り
昨
年
岨
月
に
設
立
し

ま
し
た
．
「
お
も
て
な
し
の
心
を
持
っ
て
案
内

し
、
高
萩
市
に
来
て
よ
か
っ
た
．
ま
た
来
た
い
．

と
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
高
萩
市
の
振

松村任三生家長屋門の前にて

左から石さん、根本さん
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